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これからめざすエコ社会（持
じ ぞ く か の う

続可能な社会）
わたしの E

エ コ

CO 日記

Q6今日は環
かんきょう

境ラベルをみたかな？

①環
かんきょう

境ラベルがあるものを使うようにしている（５点）	 　②新しい環
かんきょう

境ラベルを見つけた（３点）	 ③環
かんきょう

境ラベルを知らない（０点）

2 循
じゅんかんがた

環型社会 3 自
し ぜ ん

然共
きょうせい

生社会

TOPICSトピック
ス

【環
かんきょう

境への負
ふたん

担が少ない製
せいひん

品のマーク（環
かんきょう

境ラベル）】

エコマーク
環
かんきょう

境に負
ふ た ん

担が少ない

と認
みと

められた製
せいひん

品。

PET ボトルリサイクル推
すいしょう

奨マーク
使用済

ず

みペットボトルが

原
げんりょう

料の製
せいひん

品。

グリーンマーク
ノートや雑

ざ っ し

誌など

の古紙再
さいせい

生製
せいひん

品。

牛乳パック再
さいりよう

利用用品
使用済

ず

み牛乳パッ

クが原
げんりょう

料の製
せいひん

品。

step1  ごみを減
へ

らす
・ごみになるものを買わない、

   もらわない。

・壊
こわ

れにくく、長く使える製
せいひん

品を

   買う。

step2　くりかえし使う
・リターナブル容

よ う き

器（牛乳びんのように

お店で回
かいしゅう

収し、洗
あら

って再
ふたた

び使えるよう

にする容
よ う き

器）の製
せいひん

品を買う。

・いらなくなったものは欲
ほ

しい人にゆずっ

たり、リサイクルショップを活用する。

step3
資
し げ ん

源として再
さいせい

生利
り よ う

用する
・ごみは分

ぶんべつ

別する。

・リサイクルされた製
せいひん

品を買う。

・どうしても使えないものは、燃
も

やして、

熱
ねつ

を使用する。

・最
さ い ご

後に残
のこ

ったものをきちんと処
しょぶん

分する。

日本では、人里近くにある自
しぜん

然のしくみを上手に利
りよう

用した里地里山

での暮
く

らしが、かつては当たり前に行われていたんだって。里地里

山を人が手入れすることで、豊
ゆた

かな自
しぜん

然が保
たも

たれていたみたいだよ。

これからは、里地里山の暮
く

らしを見つめ直さないといけないんだね。

じぞくかのう

しぜん

Reduceリデュース

最終処分場焼却場
さいしゅうしょぶんじょうしょうきゃくじょう

Reuse
リユース

最終処分場焼却場
さいしゅうしょぶんじょうしょうきゃくじょう

Recycle
リサイクル

最終処分場焼却場
さいしゅうしょぶんじょうしょうきゃくじょう

不用物の適切な処分

最終処分場焼却場
さいしゅうしょぶんじょうしょうきゃくじょう

　知
しれとこ

床の海では春になり海の氷が溶
と

けると、氷から多くの栄
えいようぶん

養分が溶
と

け出し、

小さな藻
も

の仲
な か ま

間が増
ふ

え、それを食べる小さなエビなどが増
ふ

え、それを食べる

小魚が増
ふ

え、サケなどの大きな魚のえさとなります。大きな魚はアザラシな

どのえさとなり、やがて川を上りクマなど森の生きもののえさになります。

もちろん私
わたし

たち人間にも海の恵
めぐ

みを与
あた

えてくれます。

　森と海と人、様々なつながりのある知
しれとこ

床の自
し ぜ ん

然を守っていくために、地
ち い き

域

で暮
く

らす人々や研究者など立場の違
ちが

う人たちが手をつながなければなりませ

ん。地
ち い き

域の声や最
さいしん

新の研究結
け っ か

果を活かした知
しれとこ

床の取り組みは、世界自
し ぜ ん

然遺
い さ ん

産

のモデルになるとして国
こくさいてき

際的に高く評
ひょうか

価されています。

１つの思いで守っていく－知
し れ と こ

床世界自
し ぜ ん

然遺
い さ ん

産－

　農地や雑
ぞうきばやし

木林は、

たくさんの生きもの

のすみかとなってい

ます。生きものがす

み続
つづ

けられるように

気をつけて利
り よ う

用する

ことが必
ひつよう

要です。

　里地里山や農地は人が手入れをしないと荒
あ

れ

てしまいます。定
て い き て き

期的な管
か ん り

理が必
ひつよう

要です。

　空気や水、食べも

のや木
もくざい

材などの恵
めぐ

み

は、豊
ゆた

かな自
し ぜ ん

然が与
あた

えてくれます。自
し ぜ ん

然

を壊
こわ

さない社会にす

ることが必
ひつよう

要です。

手入れ不
ぶ そ く

足の荒
あ

れた

里山林

手入れが行
い

き届
とど

いた

里山林

　手入れがされている森には、太陽の光

が差
さ

し込
こ

み、草花が育ち、生きものがた

くさんやってきます。

人間と地球に暮
く

らす全ての生きものが共
とも

に暮
く

らし、将
しょうらい

来までずっと自
しぜ ん

然の恵
めぐ

みを得
え

られる社会

が自
しぜんきょうせい

然共生社会なんだね。空気や水、毎日の食べものは豊
ゆた

かな自
しぜ ん

然が与
あた

えてくれる貴
きちょう

重な恵
めぐ

み

だね！いつまでも大切にしないとね。

! もっとくわしく。

平成 20 年
ねんばん

版環
かんきょう

境・循
じゅんかんがた

環型社会白書 ：P38 ～ 39 を見てね。

ようきほうそう ほうほうほうほうほう けんせつ

食品ごみを動物のえさや

農業用肥
ひりょう

料の原
げんりょう

料として

リサイクルします。

使用済
ず

みとなった自動

車は解
かいたい

体して使える部

品をリサイクルします。

建
たてもの

物 を こ わ す と き に 出 る

木
もくざい

材、コンクリート、アスファ

ルトは分
ぶんべつ

別してリサイクルす

ることが義
ぎ む

務になりました。

捨
す

てられるペットボト

ルやプラスチックなど

を再
さ い り よ う

利用することにな

りました。

不
ふ よ う

要となったテレビ、冷
れいぞう

蔵

庫
こ

、エアコン、洗
せ ん た く き

濯機は、

使える部品や材
ざいりょう

料に分けら

れて、リサイクルされます。

＜いろいろな環
かんきょう

境ラベル＞（環
かんきょうしょう

境 省	環
かんきょう

境ラベル等データベース→ http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/f01.html）

環
かんきょう

境への負
ふたん

担が少ない製
せいひん

品やサービスを選
えら

ぶときの参
さんこう

考となる情
じょうほう

報が紹
しょうかい

介されているよ。c
チェック

heck

環
かんきょう

境に負
ふ た ん

担が少ない買い物を
する人を「グリーンコンシュー
マー」と言うよ。リサイクル
製
せいひん

品を選
えら

んで買うなど、地球
にやさしい買い物をしよう！

ほらほら！循
じゅんかんがた

環型社会に

向けて、リサイクルに関
かん

す

る法
ほうりつ

律がつくられたよ。

循
じゅんかんがた

環型社会って、ごみを減
へ

らして、限
かぎ

りある資
しげ ん

源をくり返し利
りよ う

用

していく社会のことだよ。

ご み を 減
へ

ら す （R
リ デ ュ ー ス

educe） ・ く り 返 し 使 う （R
リ ユ ー ス

euse） ・ 再
さ い せ い り よ う

生 利 用

（R
リ サ イ ク ル

ecycle） の 「３
スリーアール

Ｒ」 活動は簡
かんたん

単だし、今からすぐに始められるね。

2005年に世界遺
い さ ん

産に指定された知
しれとこ

床の海


